
膀胱 Inverted papilloma 14例の検討

平澤 輝一1，梅本 晋1，藤浪 潔1

仙賀 裕1，五島 明彦2，朝倉 智行3

1茅カ崎市立病院泌尿器科，2五島クリニック，3朝倉医院

CLINICAL STUDIES OF INVERTED PAPILLOMA OF THE BLADDER

Terukazu Hirasawa1, Susumu Umemoto1, Kiyoshi Fujinami1,
Yutaka Senga1, Akihiko Gotou2 and Tomoyuki Asakura3

1The Department of Urology, Chigasaki City Hospital
2Gotou Clinic

3Asakura Clinic

Inverted papilloma of the bladder is an uncommon urothelial neoplasm. Although it is traditionally

regarded as a benign tumor, there are conflicting data on multiplicity, reccurence rate, and association with

urothelial carcinoma. From 2005 to 2011, 14 cases of inverted papilloma of the bladder were diagnosed at

our hospital. Clinical features of 14 cases were summarized. These patients ranged in age from 25 to 81

years (mean, 61 years). The most frequently occurring symptom was gross hematuria. Eleven bladder

tumors arose from the trigone or near the bladder neck. One case was associated with urothelial carcinoma.

One was suspected to be a case of tumor recurrence. All other patients were free of tumor recurrence

during the mean follow-up of 16.4 months (range, 0-75 months). This study does not suggest the malignant

potential of inverted papilloma. However, since inverted papilloma may correlate with urothelial

carcinoma. Post-treatment follow up for inverted papilloma should include cystoscopic follow up.

(Hinyokika Kiyo 58 : 471-474, 2012)
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諸 言

Inverted papilloma は，移行上皮が間質内に内反性に

増殖し，ポリープ様に発育する全尿路腫瘍の 1％以下

の比較的稀な腫瘍である1)．

膀胱に発生する inverted papilloma は Potts ら2)が

1963年に報告して以来，内外で約500例の報告がなさ

れている3)．組織学的には良性腫瘍であるが，再発の

報告や治療後に膀胱癌発生の報告もある6,7)．

今回われわれは膀胱 inverted papilloma 14例を経験し

たので，文献的考察を加え報告する．

対 象 と 方 法

2005年 1月∼2011年12月までの過去 7年間に当院泌

尿器科において病理検査で膀胱 inverted papilloma と

診断された14例を対象とした．各症例について，年

齢，性別，初発症状，膀胱鏡所見（発生部位，腫瘍

径，腫瘍数），治療方法，再発の有無，観察期間，尿

路上皮癌の合併の有無，喫煙の有無，尿細胞診の結果

について診療録から抽出した．

結 果

14例の年齢は25∼81歳（平均61歳）までで，性別は

男性10例，女性 4例であった．初発症状は肉眼的血尿

が 6例で最も高く，その他排尿障害，膀胱炎症状，健

診で偶然発見された例があった．腫瘍の数は単発11

例，多発 3例であった．腫瘍径は平均 10 mm であり，

2∼25 mm であった．膀胱内発生部位の内訳は，膀胱

頸部 6 例，三角部 5 例，後壁 1 例，右尿管口周囲 1

例，左側壁 1 例の順で膀胱頸部と三角部で全体の

78.6％を占めた．治療は TUR-BT 13例，外来で施行

した膀胱鏡での切除例が 1例であった．

喫煙との関連については，喫煙歴ありが 9例，喫煙

歴なしが 3例，不明が 1例と喫煙歴ありが64.3％を占

めた．

尿路上皮癌合併例は 1例（7.1％）に認め，膀胱内

発生例で G1pTa であった．術後再発の有無について

は最近手術した症例であり，十分な観察期間が得られ

ていない．

尿細胞診は class I 12例，class III 1例，class IV 1例

であった．class III，IV 例はいずれも尿路上皮癌合併

例ではなく，inverted papilloma 単独の症例であった．

観察期間は平均16.4カ月であった．12カ月以上経過

観察している症例は 6例あり，再発疑いの症例は 1例

であった．再発疑われた 1 例は肉眼的に inverted

papilloma が疑われたが，他院で手術施行されたため，
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Table 1. Patient and tumor characteristics in 14
patients of inverted papilloma of the
bladder

年 齢 25-81歳（平均61歳）

性 別

男 性 10例（71.4％）

女 性 4例（28.6％）

初発症状

肉眼的血尿 6例（43％）

頻 尿 3例（21.4％）

尿失禁 3例（21.4％）

下腹部不快感 2例（14.3％）

尿意切迫感 2例（14.3％）

排尿困難 2例（14.3％）

排尿痛 1例（7.1％）

無症状（健診） 1例（7.1％）

発生部位

膀胱頸部 6例（43％）

三角部 5例（35.7％）

後 壁 1例（7.1％）

右尿管口周囲 1例（7.1％）

左側壁 1例（7.1％）

腫瘍径 平均 10 mm (2-25 mm）

腫瘍数

単 発 11例（78.6％）

多 発 3例（21.4％）

尿路上皮癌の合併

あ り 1例（7.1％）

な し 13例（92.9％）

尿細胞診断

Class I 12例（85.8％）

Class III 1例（7.1％）

Class IV 1例（7.1％）

治 療

TUR-BT 13例（92.9％）

その他 1例（7.1％）

喫煙歴

あ り 9例（64.3％）

な し 4例（28.6％）

不 明 1例（7.1％）

平均観察期間 平均16.4カ月（ 0 -75カ月）

最終的な病理診断は不明であった．経過観察の方法と

しては，良性疾患であることから細胞診，エコーが中

心であり，膀胱鏡まで施行されている症例は 5例で

あった (Table 1）．

考 察

尿路の inverted papilloma は1963年 Potts ら2)により

組織学的に粘膜下の間質に向かって乳頭状の発育した

腫瘍として第 1例が報告された．本邦では1971年に稲

田ら4)が膀胱 inverted papilloma の第 1例目を報告して

いる．

Inverted papilloma は圧倒的に男性に多く，年齢では

50歳台を中心とした中年層に比較的多いとされる5)．

尚，Sung ら6)は，75例の検討において男女比が7.3 :

1，平均年齢60歳，年齢分布は幅広く26∼85歳と報告

している．自験例でも，平均年齢61歳，年齢分布につ

いては25∼81歳と幅広く同様の結果が得られた．

初発症状は肉眼的血尿と排尿障害が多いとされてお

り3)，自験例においても肉眼的血尿が多かった．その

他，膀胱炎症状や過活動膀胱に類似した症状の出現も

ある．しかし，このような症状は膀胱癌と共通する症

状であるため，膀胱癌を疑いエコーや膀胱鏡で精査し

た結果，偶然見つかる場合がほとんどであろう．

また，Alexandra ら7)の41例の検討では好発部位は

三角部と膀胱頸部が53％と最も高く，その他後壁

11％，側壁12％，下部尿管 6％と報告している．自験

例でも，膀胱頸部と膀胱三角部で78.6％を占めてお

り，同様の結果が得られた．膀胱頸部・三角部に好発

する原因については，○1膀胱三角部・頸部は中胚葉由

来であり，その他は内胚葉由来のため発生学的に異な

る8)，○2膀胱三角部・頸部が慢性炎症による影響を最

も受けやすい9)，などが報告されている．

多発症例は1.3∼4.4％3,10)との報告があるが，自験

例では14例中 3例（21.4％）が多発症例であり，緒家

の報告と比較して若干多い傾向であった．

喫煙との関連では，自験例では13例中 9例に喫煙歴

があり，64.3％と高い喫煙率であった．

Sung ら6)も61％に喫煙歴があるとの報告をしてお

り，喫煙と inverted papilloma の関連性について示唆

している．

Inverted papilloma は膀胱鏡にて表面を正常の粘膜に

被われた平滑，有茎性，非乳頭状隆起性病変という肉

眼的特徴を有している11)．

病理組織学的診断は Henderson ら12)の診断基準，

すなわち，○1 逆転構成，○2 表面を正常の移行上皮が

覆っている，○3上皮に異型性がみられない，○4核分裂

像がほとんど見られない，○5 microcyst または crypt

がみられる，○6扁平上皮化生が時に見られるが用いら

れている．しかし，上記 6項目すべて満たす症例は稀

であり，肉眼的所見の他に組織学的に少なくとも○1∼

○3 を満たしているものを inverted papilloma としてお

り，○4∼○6は必須ではないとされている13)．

さらに，日常診療で inverted papilloma と内反性に

増殖する膀胱癌との鑑別が困難なことがある．その場

合には，CK20，Ki-67，p53 などの免疫染色や FISH

法が用いられる．Jones ら14) は inverted papilloma 15例

と内反性に増殖する膀胱癌29例の検討を行っている．

前者は CK20，Ki-67 はすべて陰性，p53 も 1例以外

すべて陰性であったが，後者は CK20，p53 は17例

（59％）で陽性，Ki-67 は19例（66％）で陽性であっ

た．また，FISH 法についても，前者はすべて正常で
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Fig. 1. Inverted papilloma demonstrating inverted
growth pattern with uniform cellular pattern
without atypia. Overlying urothelial layer
is intact (HE stain, ×40).

あったが，後者は21例（72％）で異常を認めた．

腫瘍を覆っている尿路上皮は正常であるため，尿細

胞診は inverted papilloma の診断には有用ではないと

されている3)．しかし，Witjes ら15)は尿細胞診は14％

（22例中 3例）に軽度異型性があったと報告している．

自験例でも14.3％（14例中 2例）で class III 以上であ

り，そのうち 1例は class IV であった．Class IV の症

例については組織標本 (Fig. 1) を再度病理医に診断し

てもらい，腫瘍表面は正常な移行上皮で被われ，乳頭

状の内向性発育を示しており，異型性に乏しい移行上

皮の増殖を認め，inverted papilloma であると確認し

た．いずれの 2 症例も尿路上皮癌の合併はなかった

が，術後，尿細胞診は陰性化した．なお，一般的に

grade 1 の尿路上皮癌での尿細胞診陽性率は12％とさ

れているため16)，inverted papilloma と比較して陽性率

にあまり差がなかった．

膀胱など下部尿路の inverted papilloma であれば，

TUR-BT が標準治療となる6,15)．自験例でもすべて

膀胱内に発生していたため， 1例が小さい腫瘍で外来

膀胱鏡で切除し，その他13例は麻酔下での TUR-BT

であった．

Inverted papilloma は良性腫瘍であるが，多発性，再

発性，尿路上皮癌との合併があることから治療後に膀

胱癌が発生する可能性について注目されるようになっ

た．

自験例においても再発疑い例，多発例，尿路上皮癌

との合併例は認めたが，inverted papilloma の治療後に

膀胱癌が発生した症例は認めなかった．しかし，文献

的には膀胱癌が発生する症例の報告が散見される．

Cheng ら10)は322例を検討した結果，経過観察可能で

あった260例中10例（3.9％）が inverted papilloma の

再発があり， 7 例（2.7％）が尿路上皮癌の再発が

あったと報告している．また，Alexandra ら7)は41例

の検討で，経過観察可能でかつ尿路上皮癌の既往や合

併のない25例のうち，inverted papilloma の再発はな

かったが，尿路上皮癌の再発は 2例（5.1％）あった

と報告している．

以上のことから，inverted papilloma の中には再発や

膀胱癌が発生する症例がごく一部ではあるが存在す

る．そのため，膀胱癌ほどではないが，定期的な膀胱

鏡検査は必要である．Cheng ら10)は術後 4 年間は 6

カ月ごとの膀胱鏡，その後は 1年に一度の膀胱鏡を推

奨している．しかし，実際に当院で膀胱鏡検査を施行

できたのは 5例しかなかった．その理由としては，○1

膀胱癌発生のリスク説明が不十分，○2経過観察期間が

短く，術後最初の膀胱検査を施行していない症例があ

る，などが挙げられる．良性疾患であるが再発や膀胱

癌の発生の可能性を十分に説明した上で術後も定期的

に膀胱鏡を施行することが重要である．

結 語

膀胱 inverted papilloma は日常診療でしばしば経験

するが，良性疾患であることからあまり重要視され

ず，本邦でのまとまった報告は少ない．今回は2005∼

2011年までの間に当院で経験した14例の検討を行っ

た．年齢分布は25∼81歳と比較的広い分布を示した．

11例が膀胱頸部・三角部に発生しており，尿細胞診は

2例でクラスⅢ以上であった．治療は13例で TURBt

を施行した．再発疑い症例は 1例であり，膀胱癌との

合併症例は 1例であった．今回の検討では，治療後に

膀胱癌が発生した症例は認めなかったが，文献的には

膀胱癌発生の報告もあり，十分に患者に説明をした上

で定期的に膀胱鏡検査をすべきである．
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